用行義塾と福沢諭吉 by 小栗 勝也 & Katsuya OGURI
静岡理工科大学紀要 57
用行義塾と福沢諭吉













































































































の資料と言える『市史 ・ 史料編』、『目でみる袋井市史~ (5) 
から分かる事柄を略記すると次のようになる。
-設立時期:明治 5年 6月 25日発校 (6)。明治に作られ
た学校として袋井地域で最も古い学校である 0
















































































































































高聞は文政9年 (1826年)に生まれ、明治 31年 (1897
年)に亡くなっているから、用行義塾が出来た明治 5年
頃は 46歳である。教師としては申し分のない年齢である。











































がある。1k mを 10分で歩いても 70分、 15分なら 105
分ほど掛かる。徒歩で2時間弱の距離である。用行義塾



























「表 1Jの 10月 11日の箇所がそれにあたる。夜 8時と
いえば、用行義塾の時間割上では「独見J、そなわち、自





































































































































































『学問のす』め~ (初編)は明治 4年 12月に脱稿し、

































































































( 1) r一年前」というのは間違いである。「学制j は明治 5年
8月に出され、用行義塾は同年6月に設置されているから、 2
か月前が正しい。





(3 )袋井市史編纂委員会編『袋井市史 通史編~ (以下の注記
でも『市史』と略す) (昭和 58年 11月3日、袋井市役所発行)
1035頁。
(4) 同上、 1392~1393 頁。
(5) ~目でみる袋井市史』は、『市史』発刊後に編集スタッ フ
によって簡便にまとめられた資料である。
(6 )袋井市史編纂委員会編『袋井市史 史料編四 近代現代』
(以下の注記でも『市史 ・史料編』と略す) (昭和 58年l月
31日、袋井市発行)300頁掲載の 「規則J末尾に、この日付
と「発校Jの文字がある。







(8 )前掲 『 目でみる袋井市史~ 80頁。
(9 )前掲 『市史~ 1036頁。
(10)以下、小栗勝也 「用行義塾の教師 ・高田緑雲について」
を参照のこと 。 『文芸袋井~ (編集発行 袋井市文化協会・袋
井市教育委員会)第8号(平成 26年3月発行予定)に掲載の
予定。
(11) r表 1Jに示されている通り、 9月2日の記録は「東京へ
64 Vol.22, 2 0 1 4
御出校」とあるだけなので、教授した回数には含めなかった。
(12) 岡田については読み易い資料と して、 三戸岡道夫『葉北




に帰っている。 同様に、 9 月 8 日 ~9 日、同 13 日 ~14 日、 10
月 9 日 ~10 日、同 14 日 ~15 日、 11 月 9 日 ~10 日、同 23 日
~24 日も滞在している。
(14) 前掲『市史・史料編~ 299頁の時間割を参照のこと。
(15) [表 1J参照。ただし 7月 11日、 11月 11日は休日では
なく、塾生の登校もある([表 2J以下を参照のこと)。
(16) 以下も注(14) に同じ。
(17) ~調査史料集 慶慮義塾入社帳 ・ 第四索引~ (昭和 58年 3
月 31日、慶感義塾塾監局塾史資料室発行)
(18) 注 (8) に同じ。
(19) 前掲『市史・史料編~ 299頁。
(20) 同上、 299~300 頁。
(21)引用文中に小栗が [77J (そのまま、の意味)を付した
「ノjは、 『市史・史料編』 に記された通りに転記したものだ
が、文法的に不要な文字である。原史料からの転記ミスでは
ないかと恩われる。
(22)注(14)に同じ。
(23)以下、注 (9) に同じ。
(24)だが、厳密にいうと「学制jの小学校課程の教育内容よ
りも用行義塾のそれの方がレベルは高かったので、「学制」と
全く同じではない。この点については別の機会に示したい。
